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【写真提供】
横浜市立金沢動物園

【写真提供】
横浜・八景島シーパラダイス

【写真提供】 金沢山 称名寺

琵琶島神社

地域のお祭り

　地区別計画は、生活の中での困りごとや地域の課題に対して、地域の方々を中心に取り
組む計画です。区内14の連合自治会町内会（地区社会福祉協議会エリアと同じ）で、地区
別計画を策定し取組が進められています。
　第4期計画は、コロナ禍のため地域で検討の場が持ちにくい状況の中、地区ごとに工夫
をしながら『こんな地域になるといいな…』という思いを込めて検討を重ね、策定されました。

地区社会福祉協議会（地区社協）
　地区社協は「自分たちの地域は、自分たちで良くしていこう」という思いで組織された任
意団体で、地区別計画の策定・推進の中心を担っています。金沢区には14連合町内会単
位に地区社協が組織され、地区別計画の策定や推進を通じてより良い地域づくりに向けて
活動しています。

自治会町内会、民生委員・児童委員、主任児童委員、保健活動推進員、
食生活改善等推進員（ヘルスメイト）、青少年指導員、スポーツ推進委員、
環境事業推進委員、シニアクラブ、子ども会、学校等

メンバー



富岡第一 地区
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手作りカレー・イベントで楽しいひととき ふれあいマージャン



キャッチフレーズ

ささえあい　みんなの顔が見える街
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富岡第二 地区
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キャッチフレーズ

広げよう！ 笑顔であいさつ近所の輪
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富岡第三 地区
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キャッチフレーズ

誰もが安心して暮らせる「まち」にしよう
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富岡西・能見台 地区
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キャッチフレーズ

心地よく暮らせる街　富岡西・能見台 〜明日が待ち遠しい街〜
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能見台 地区

38



39



金沢シーサイドタウン 地区

40

災害時の支援づくりを考えよう

お助け隊なみきの活動 ウエス作りボランティアふれあい広場“ほのぼの”



キャッチフレーズ

生涯住み続けたいと思う街 〜みんなでつくろう並木の未来〜
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災害時の支援づくりを考えよう

お助け隊なみきの活動 ウエス作りボランティアふれあい広場“ほのぼの”



金沢東部 地区
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キャッチフレーズ

♡Happy Area♡ 〜超高齢＆少子社会を見据え〜
明るく元気で楽しく暮らせる地区に
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金沢中部 地区
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キャッチフレーズ

出会い・ふれあい・支えあい 〜誰もが安心・安全に暮らせるまち〜
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金沢南部 地区
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キャッチフレーズ

南部地区全員参加のまちづくり
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金沢 地区
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キャッチフレーズ

あいさつで隣近所の支えあい
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六浦東 地区
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キャッチフレーズ

誰もが住みよい支え合いの街　六浦東

51



六浦 地区
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キャッチフレーズ

支えあい　学びあい　笑いあい　三つの「あい」ある六浦へ
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六浦西 地区
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キャッチフレーズ

チーム六浦西
〜こんなときこそ、つながろう！ このまちと、このまちの人たちと〜
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釜利谷 地区
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キャッチフレーズ

誰もが安心して暮らせるまち
認め合い、助け合い、笑顔あふれる「釜利谷」
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問合せ先
 
「区政推進課」 72ページ参照

■金沢臨海部産業団地誕生までの経緯
　金沢区の臨海部には、中小企業を中心として1,000
社以上が集積する市内有数の産業団地があります。こ
のエリアは、昭和43年（ 1968年）の根岸湾埋立事業
から始まり、同年7月に決定された六大事業の一つで
ある金沢地先埋立事業により造成された後に、平成7年（ 1995年）に白帆地区が編入
され、現在の姿となりました。

■産業団地内の企業団体
　エリア内は、鳥浜工業団地（鳥浜町）と金沢産
業団地（幸浦一丁目～三丁目、福浦一丁目～三
丁目、白帆）の2つのエリアに分かれており、そ
れぞれに横浜市金沢団地協同組合と一般社団
法人横浜金沢産業連絡協議会の2つの企業団体が存在します。
　いずれの団体においても、良好な操業環境の維持や企業間連携による産業の振興、
福利厚生の充実等に取り組んでいます。

■ LINKAI横浜金沢の誕生
　平成27年（ 2015年）に、鳥浜工業団地と金沢産業団地の活性化
に向けて、地元の工業団体及び横浜市で構成する金沢臨海部産業活
性化研究会が設立され、平成29年（ 2017年）に金沢臨海部産業活
性化プラン（※）を策定しました。同プランに基づき、エリア全体に親しみやすい新し
い名前をつけることとなり、地域企業へのアンケート等の結果、エリアの新名称として

「LINKAI横浜金沢」が選ばれました。
※ 本プランは、横浜市の各種計画等との整合を図りながら、地域の将来像や今後、地

域で進めていく取組等をまとめているものです。

■ LINKAI横浜金沢に秘められた想い
　この名称には「多くの中小企業が集まり操業する、働く魅力のある地域に、人が集ま
り、共に将来へ進みたい（つなぎあい、えがくみらい）」という想いが込められています。
“LINKAI”には、臨海部の“臨海”の意味のほかに、“LINK(絆/つながり)”と“AI（愛/合
い）”の2つの意味があります。

■健康でいきいきと働くことができる就業環境の創出に向けて
　金沢臨海部産業活性化プランに基づき、横浜健康経営認証制度の普及をはじめとし
た健康経営の推進や職住近接によるワークライフバランスの改善等に取り組んでいま
す。また、令和3年度には健康経営の一環として横浜市金沢団地協同組合及び一般社
団法人横浜金沢産業連絡協議会の両組合において、新型コロナウイルス感染症ワクチ
ンの職域接種を実施しました。

　産業集積地域についても、各連合単位の地域に準ずるものとして地区担当を
おいて地域支援を実施しています。
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